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Ⅱ．論理的思考力育成の授業実践事例 

 

１．論理的思考力とは 

論理的思考力を「多様な論理的思考方法を活用して考え，根拠を明確にし

て判断し，その考えを分かりやすく伝える力」と定義した。 

論理的思考力について分科会ごとに話し合い「論理的思考力活用表」（Ⅱ―

２）を作成した。そこでは,思考方法を,「比較」「関係付け・因果関係」「分

類」「理由づけ・類推」「根拠」「順序」「手順化」「帰納」「演繹」の９項目と

した。低・中・高学年ごとの各項目の名称,意味・内容,使い方・話型,を共通

のものにした。また,授業の中で思考を整理するために使う具体的な方法と

しての「シンキング・ツール」（Ⅱ―４）について確認した。 

実際の授業の中では,「論理的思考力活用表」を活用することで児童にとっ

ても考える筋道が明確になった。また,思考方法が一つだけではなく複数の

場合もあった。「実践事例」（Ⅱ―３）参照。 
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